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第 2 回 定 側 会 [ 爺6 月1 3 日～6 月2 3 日]

平成元年第 2回 小浜市議会定frlJ会が 6月 13日 に招集され、

平成元年度小浜市一般会計補正予算 (第 1号 )を含む議案

14件 等の審査採決を行なうとともに、意見書 3件 を採択、

各組合議会議員の選出を して、23日 に閉会 した。
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市出会だよ り
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福

報
告
１

報
告
２

報
告
３

報
告
４

議
案
５３

議
案
５４

議
案
５５

請
願
１

認
定
１

昭
和！！
６３
年
度
小
浜
市
■
般
会
計
予
算
繰
逆
明
許
費

の
報
告
に

，

つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況

の
報
告
に

つ
い
て

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況

の
報
告
に

つ
い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況

の
報
告
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

［昭
和
６３
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
］

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

中小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
］

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

中小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
］

消
費
税
の
撤
廃
に
関
す
る
請
願
書

昭
和
６３
年
度
小
浜
市
国
民
宿
合
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

玉
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長
Ｔ
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一
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厚
生
午
金
ｆ
景
法
の
現
行
制
度
０
‐‐堅持
に
関
す
る
意
見
書

厚
生
年
金
か
支
給
！開！始
年
齢
を
段
階
的
に
六
十
五
歳
に
繰
り
廷
べ
る
こ
と
を
内
容
と
し
た

「国
民

年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

我
が
国
で
は
い
ま
だ
六
十
歳
定
年
制
は
定
着
し
た
と
は
い
い
が
た
く
、
こ
う
し

た
中
で
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
を
六
十
五
歳
と
す
る
こ
と
は
、

年
金
を
主
た
る
収
入
源
と
す
る
国
民

の
老
後
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

政
府
は
、

一雇
用
と
年
金
の
相
関
関
係
を
考
慮
し
、

厚

生
午
金
保
険
法
の
現
行
制
度
を
堅
持
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
る
公
的
年
金
全
体
の
財
政
状
況
の
這
迫
を
理
由
と
す
る
保
険
料

の
段
階
的
引
き
上
げ
は
、

国
民
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

年
金
財
政
に
つ
い
て

は
、

国
家
財
政
の
徹
底
的
見
直
し
を
は
か
り
、

国
民
の
合
意
が
得
ら
れ
る
負
担
の
あ
り
方
を
検
討
さ

れ
る
と
共
に
、

高
齢
化
社
会
に
備
え
安
定
し
た
年
金
財
政
の
確
立
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

以
上
、

地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。　
　
　
　
　
．

平
成
元
年
六
月
二
十
二
日

小
　
浜
　
市
　
議
　
会

ヽ
コ
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13日

1 5 日

1 6 日

17日

1 9 日

2 3 日

本会議 (会期決定、議案上程、

質疑、討論、採決(昧情)

本会議 (一般質問)

本会議 (一般質問、請願)

教育民生常任委員会  ‐

産業経済常任委員会

総務・建設 各常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会、全員協議会

準 講|(委昂号報告| ‐|

|! 1 意見青案工程、!
質疑、討論、採決、

公立小浜病院組合、

若狭消防組合、

若狭地区農業共済事務組合

各議会議員選挙)〃  ′′  〃



市議会だよ り

在
宅
介
護
福
祉
制
度
の
確
立
に
関
す
る
意
見
害

今
や
我
が
国
は
、

国
民
の
平
均
寿
命
も
大
幅
に
伸
び
、

世
界
有
数
の
長
寿
国
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

反
面
、

本
格
的
な
高
齢
化
社

会
の
到
来
を
目
前
に
し
て
多
く
の
国
民
は
老
後
の
生
活
に
不
安
を
地
い
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り

ま
す
。　
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“

と
く
に
近
年
、

寝
た
さ
り
老
人
あ
る
い
は
、

痴
呆
性
老
人
等
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
庭
が
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
家
族
の
経
済
的
、

肉
体
的
、

精
神
的
負
担
は
、

は
か
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
小
要
介
護
老
人
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
国
民
的
課
題

と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、　

一
日
も
早
く
適
切
な
施
策
が
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
政
府
は
、

在
宅
介
護
福
祉
制
度
確
立
の
た
め
、

国
の
制
度
と
し
て

「介
護
手
当
制
度
」
を

早
急
に
創
設
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

以
上
、

地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
元
年
六
月
二
十
三
日

議
　
会

平
成
元
年
度
米
穀
政
策

・
価
格
対
策
に
関
す
る
意
見
警

本
市
は
良
質
米
主
産
地
と
し
て
稲
作
が
農
業
経
営
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

米
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

二
年
連
続
の
米
価
引
き
下
げ
、

長
年
に
わ
た
る
生
産
調
整
に

加
え
、

水
田
農
業
確
立
対
策
の
も
と
、

生
産
者
自
ら
が
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
中
で
、

今
ま
た
米
の

市
場
開
放
へ
の
大
攻
勢
が
か
け
ら
れ
る
な
ど
先
行
き
に
強
い
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、

本
市
農
業
者
が
、

将
来
展
望
を
切
り
ひ
ら
く
こ
と
が
出
来
る
施
策
の
確
立
を
は
か
る
よ

う
後
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
請
致
し
ま
す
。

己

一　
農
業
の
地
域
分
担
を
明
確
に
し
た
本
田
農
業
の
確
立
を
は
か
る
こ
と

一
一　
生
産
者
米
価
は
、

現
行
価
格
を
維
持
す
る
こ
と

〓
一　
米
の
完
全
自
給
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

市
場
開
放
は
断
じ
て
行
な
わ
な
い
こ
と

以
上
、

地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
元
年
六
月
二
十
三
日
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昭
和
６３
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
元
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
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１
号
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平
成
元
年
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浜
市
老
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医
療
特
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浜
市
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及
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浜
ユ
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・
ホ
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テ‐！！

！‐
ル
一

事
業
会
計
決
算
に
か
か
る
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
　
一！
■
！

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
！税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
つ
い
て

小
浜
市
営
往
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

字
の
区
域
の
設
定
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線
の
廃
止
扱
で
縮
ｔ
ｉ！‐こ
っ
い
て
！
　
！

小
浜
第
二
中
学
校
体
育
館
！政
舞
工！
事
情
■
契
約！ｉ
ｔ
ｊ
い
て

内
外
海
小
学
校
校
合
新
築
！！■

事
話
負
！！契‐

紙
ほ
チ
い
て

厚
生
年
金
六
十
歳
支
給
開
始
を
堅
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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［継
続
事
件
｝

部
落
差
別
の
早
期
解
決
を
め
ざ
す
た
め
の
抜
本
的
、

総
合
的
な
！

法
律
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　
　
　
　
　
［継
続
事
件
｝

各
種
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
六
十
五
歳
に
繰
り
延
ぺ
等
に
！・
！

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［継
続
事
件
Ｔ

寝
た
き
り
老
人
等
の
介
護
に
対
す
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介
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手
当
制
度
創
設
に

つ
い
て
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続
事
件
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平
成
元
年
度
米
穀
政
策

・
価
格
対
策
に
つ
い
て
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，

厚
生
年
金
保
険
法
の
現
行
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
に

つ
い
て

在
宅
介
護
福
祉
制
度
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

平
成
元
年
度
米
穀
政
策
・価
格
対
策
に
関
す
る
意
見
書
に
，
い
て

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
議
員
選
挙

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員
選
挙

若
狭
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙
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